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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像情報が表示される表示手段と、
　操作入力を受け付ける操作手段と、
　上記操作手段の入力速度を検出する速度検出手段と、
　上記速度検出手段が検出した速度に基づいて、上記表示手段に表示されている画像情報
の表示レベルを変更し、変更した表示レベルに対応する表示状態の画像情報を表示するこ
とを制御する表示状態制御手段と、
　上記速度が上記表示手段に表示されている画像情報の表示レベルより１つ下の表示レベ
ルに対する速度の上限値を下回った時刻が記憶される記憶手段と、
　上記記憶手段に記憶された時刻から経過した経過時間を算出する経過時間算出手段とを
備え、
　上記表示レベルは、上記表示手段に表示される画像情報の項目の大小及び項目数が異な
る複数段階の表示形態であり、表示レベルが上がるに従って項目の大きさが小さくなりよ
り多くの項目が表示され、
　上記表示状態制御手段は、上記経過時間算出手段によって算出されている経過時間が所
定の時間を上回ったときに、上記表示手段に表示されている画像情報の表示レベルを下げ
、対応する表示状態の画像情報を表示する
　情報処理装置。
【請求項２】
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　上記表示状態制御手段は、上記速度が上記表示手段に表示されている画像情報の表示レ
ベルに対する速度の上限値を上回ったときに、当該画像情報の表示レベルを上げ、対応す
る表示状態の画像情報を表示する請求項１記載の情報処理装置。
【請求項３】
　上記表示状態制御手段は、上記速度が上記表示手段に表示されている画像情報の表示レ
ベルに対する速度の下限値を下回ったときに、当該画像情報の表示レベルを下げ、対応す
る表示状態の画像情報を表示する請求項１記載の情報処理装置。
【請求項４】
　上記操作手段に対する接触を検知する接触検知手段を備え、
　上記表示状態制御手段は、上記表示手段に表示されている画像情報の表示レベルが初期
値であって、上記接触検知手段が上記操作手段に対する接触を検知した際に、当該画像情
報の表示レベルを上げ、対応する表示状態の画像情報を表示し、
　上記記憶手段には、上記接触検知手段が上記操作手段に対する接触を検知した時刻が記
憶される
　請求項１記載の情報処理装置。
【請求項５】
　表示手段が画像情報を表示する表示工程と、
　操作手段により操作入力を受付ける操作工程と、
　上記操作工程の入力速度を検出する速度検出工程と、
　上記速度検出工程にて検出した速度に基づいて、表示手段に表示されている画像情報の
表示レベルを変更し、変更した表示レベルに対応する表示状態の画像情報を表示すること
を制御する表示状態制御工程と、
　上記速度が上記表示手段に表示されている画像情報の表示レベルより１つ下の表示レベ
ルに対する速度の上限値を下回った時刻を記憶手段に記憶させる記憶制御工程と、
　上記記憶制御工程にて上記記憶手段に記憶された時刻から経過した経過時間を算出する
経過時間算出工程とを有し、
　上記表示レベルは、上記表示手段に表示される画像情報の項目の大小及び項目数が異な
る複数段階の表示形態であり、表示レベルが上がるに従って項目の大きさが小さくなりよ
り多くの項目が表示され、
　上記表示状態制御工程では、上記経過時間算出工程によって算出されている経過時間が
所定の時間を上回ったときに、上記表示手段に表示されている画像情報の表示レベルを下
げ、対応する表示状態の画像情報を表示する
　情報処理方法。
【請求項６】
　上記表示状態制御工程では、上記速度が上記表示手段に表示されている画像情報の表示
レベルに対する速度の上限値を上回ったときに、当該画像情報の表示レベルを上げ、対応
する表示状態の画像情報を表示する請求項５記載の情報処理方法。
【請求項７】
　上記表示状態制御工程では、上記速度が上記表示手段に表示されている画像情報の表示
レベルに対する速度の下限値を下回ったときに、当該画像情報の表示レベルを下げ、対応
する表示状態の画像情報を表示する請求項５記載の情報処理方法。
【請求項８】
　上記操作手段に対する接触を検知する接触検知工程を有し、
　上記表示状態制御工程では、上記表示手段に表示されている画像情報の表示レベルが初
期値であって、上記接触検知工程にて上記操作手段に対する接触を検知した際に、当該画
像情報の表示レベルを上げ、対応する表示状態の画像情報を表示し、
　上記記憶工程では、上記接触検知工程にて上記操作手段に対する接触を検知した時刻を
上記記憶手段に記憶させる
　請求項５記載の情報処理方法。
【請求項９】
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　表示手段に画像情報を表示させる表示工程と、
　操作手段により操作入力を受付ける操作工程と、
　上記操作手段の速度を検出する速度検出工程と、
　上記速度検出工程にて検出した速度に基づいて、表示手段に表示されている画像情報の
表示レベルを変更し、変更した表示レベルに対応する表示状態の画像情報を表示すること
を制御する表示状態制御工程と、
　上記速度が上記表示手段に表示されている画像情報の表示レベルより１つ下の表示レベ
ルに対する速度の上限値を下回った時刻を記憶手段に記憶させる記憶制御工程と、
　上記記憶制御工程にて上記記憶手段に記憶された時刻から経過した経過時間を算出する
経過時間算出工程とを含む処理をコンピュータに実行させ、
　上記表示レベルは、上記表示手段に表示される画像情報の項目の大小及び項目数が異な
る複数段階の表示形態であり、表示レベルが上がるに従って項目の大きさが小さくなりよ
り多くの項目が表示され、
　上記表示状態制御工程では、上記経過時間算出工程によって算出されている経過時間が
所定の時間を上回ったときに、上記表示手段に表示されている画像情報の表示レベルを下
げ、対応する表示状態の画像情報を表示する
　制御プログラム。
【請求項１０】
　表示手段に画像情報を表示させる表示工程と、
　操作手段により操作入力を受付ける操作工程と、
　上記操作手段の速度を検出する速度検出工程と、
　上記速度検出工程にて検出した速度に基づいて、上記表示手段に表示されている画像情
報の表示レベルを変更し、変更した表示レベルに対応する表示状態の画像情報を表示する
ことを制御する表示状態制御工程と、
　上記速度が上記表示手段に表示されている画像情報の表示レベルより１つ下の表示レベ
ルに対する速度の上限値を下回った時刻を記憶手段に記憶させる記憶制御工程と、
　上記記憶制御工程にて上記記憶手段に記憶された時刻から経過した経過時間を算出する
経過時間算出工程とを含む処理をコンピュータに実行させ、
　上記表示レベルは、上記表示手段に表示される画像情報の項目の大小及び項目数が異な
る複数段階の表示形態であり、表示レベルが上がるに従って項目の大きさが小さくなりよ
り多くの項目が表示され、
　上記表示状態制御工程では、上記経過時間算出工程によって算出されている経過時間が
所定の時間を上回ったときに、上記表示手段に表示されている画像情報の表示レベルを下
げ、対応する表示状態の画像情報を表示する
　制御プログラムが記録された記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、情報処理装置及び方法、並びに制御プログラム及び記録媒体に関し、詳しくは
、操作手段が操作されることによって画像情報の表示レベルを変更する情報処理装置及び
方法、並びに制御プログラム及び記録媒体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、小型ノート型パーソナルコンピュータ、ＰＤＡ（Personal Digital Assistants）
、携帯電話等に代表される携帯可能な情報処理装置には、回転操作及び押下操作によって
、各種処理を実行させる指示を与える、いわゆるジョグダイヤルが設けられている場合が
ある。
【０００３】
一般に、ジョグダイヤルは、情報処理装置に対して、回転操作によって画面に表示されて
いる表示内容をスクロールさせる指示を与え、押下操作によってその表示内容の項目を決
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定する指示を与えることができる。
【０００４】
例えば、情報処理装置は、画像情報を表示するための画像情報閲覧表示プログラムを起動
した場合、ジョグダイヤルの回転操作によって、画面に表示されている１つの画像情報を
順次スクロールさせることができる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上述の情報処理装置は、ジョグダイヤルの回転操作によって、画面に表示され
ている１つの画像情報を順次スクロールさせることができるものの、現在表示されている
画像情報と共に次の画像情報を画面に表示することはできない。
【０００６】
これにより、例えばユーザがより先の画像情報を選択したい場合には、情報処理装置は、
画面に複数の画像情報が表示される表示状態に一度切り替えた後に、ジョグダイヤルの回
転操作によって、複数の画像情報をスクロールさせる必要がある。
【０００７】
また、上述のように複数の画像情報が表示されている画面においては、必然的に各々の画
像情報が小さくなってしまうので、ユーザが所望の画像情報を決定しつつある場合には、
情報処理装置は、画面に１つの画像情報が表示される表示状態に再度切り替えた後に、ジ
ョグダイヤルの回転操作によって、１つの画像情報をスクロールさせる必要がある。
【０００８】
そこで、本発明は、上述の実情に鑑みて提案されたものであり、ジョグダイヤルの回転操
作によって、表示されている画像情報の表示状態を変更することができる情報処理装置及
び方法、並びに制御プログラム及び記録媒体を提供することを目的としている。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る情報処理装置は、上述の問題点を解決するために、画像情報が表示される
表示手段と、操作入力を受け付ける操作手段と、上記操作手段の入力速度を検出する速度
検出手段と、上記速度検出手段が検出した速度に基づいて、上記表示手段に表示されてい
る画像情報の表示レベルを変更し、変更した表示レベルに対応する表示状態の画像情報を
表示することを制御する表示状態制御手段と、上記速度が上記表示手段に表示されている
画像情報の表示レベルより１つ下の表示レベルに対する速度の上限値を下回った時刻が記
憶される記憶手段と、上記記憶手段に記憶された時刻から経過した経過時間を算出する経
過時間算出手段とを備え、上記表示レベルは、上記表示手段に表示される画像情報の項目
の大小及び項目数が異なる複数段階の表示形態であり、表示レベルが上がるに従って項目
の大きさが小さくなりより多くの項目が表示され、上記表示状態制御手段は、上記経過時
間算出手段によって算出されている経過時間が所定の時間を上回ったときに、上記表示手
段に表示されている画像情報の表示レベルを下げ、対応する表示状態の画像情報を表示す
る。
【００１０】
　この情報処理装置によれば、操作手段の速度を検出し、検出した速度に基づいて、表示
されている画像情報の表示レベルを変更し、変更した表示レベルに対応する表示状態の画
像情報を表示する。
【００１１】
　本発明に係る情報処理方法は、上述の問題点を解決するために、表示手段が画像情報を
表示する表示工程と、操作手段により操作入力を受付ける操作工程と、操作工程の入力速
度を検出する速度検出工程と、速度検出工程にて検出した速度に基づいて、表示手段に表
示されている画像情報の表示レベルを変更し、変更した表示レベルに対応する表示状態の
画像情報を表示することを制御する表示状態制御工程と、上記速度が上記表示手段に表示
されている画像情報の表示レベルより１つ下の表示レベルに対する速度の上限値を下回っ
た時刻を記憶手段に記憶させる記憶制御工程と、上記記憶制御工程にて上記記憶手段に記
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憶された時刻から経過した経過時間を算出する経過時間算出工程とを有し、上記表示レベ
ルは、上記表示手段に表示される画像情報の項目の大小及び項目数が異なる複数段階の表
示形態であり、表示レベルが上がるに従って項目の大きさが小さくなりより多くの項目が
表示され、上記表示状態制御工程では、上記経過時間算出工程によって算出されている経
過時間が所定の時間を上回ったときに、上記表示手段に表示されている画像情報の表示レ
ベルを下げ、対応する表示状態の画像情報を表示する。
【００１２】
　この情報処理方法によれば、操作手段の速度を検出し、検出した速度に基づいて、表示
されている画像情報の表示レベルを変更し、変更した表示レベルに対応する表示状態の画
像情報を表示する。
【００１３】
　本発明に係る制御プログラムは、上述の問題点を解決するために、表示手段に画像情報
を表示させる表示工程と、操作手段により操作入力を受付ける操作工程と、操作手段の速
度を検出する速度検出工程と、速度検出工程にて検出した速度に基づいて、表示手段に表
示されている画像情報の表示レベルを変更し、変更した表示レベルに対応する表示状態の
画像情報を表示することを制御する表示状態制御工程と、上記速度が上記表示手段に表示
されている画像情報の表示レベルより１つ下の表示レベルに対する速度の上限値を下回っ
た時刻を記憶手段に記憶させる記憶制御工程と、上記記憶制御工程にて上記記憶手段に記
憶された時刻から経過した経過時間を算出する経過時間算出工程とを含む処理をコンピュ
ータに実行させ、上記表示レベルは、上記表示手段に表示される画像情報の項目の大小及
び項目数が異なる複数段階の表示形態であり、表示レベルが上がるに従って項目の大きさ
が小さくなりより多くの項目が表示され、上記表示状態制御工程では、上記経過時間算出
工程によって算出されている経過時間が所定の時間を上回ったときに、上記表示手段に表
示されている画像情報の表示レベルを下げ、対応する表示状態の画像情報を表示する。
【００１４】
　この制御プログラムによれば、操作手段の速度を検出し、検出した速度に基づいて、表
示されている画像情報の表示レベルを変更し、変更した表示レベルに対応する表示状態の
画像情報を表示する。
【００１５】
　本発明に係る記録媒体は、上述の問題点を解決するために、表示手段に画像情報を表示
させる表示工程と、操作手段により操作入力を受付ける操作工程と、操作手段の速度を検
出する速度検出工程と、速度検出工程にて検出した速度に基づいて、表示手段に表示され
ている画像情報の表示レベルを変更し、変更した表示レベルに対応する表示状態の画像情
報を表示することを制御する表示状態制御工程と、上記速度が上記表示手段に表示されて
いる画像情報の表示レベルより１つ下の表示レベルに対する速度の上限値を下回った時刻
を記憶手段に記憶させる記憶制御工程と、上記記憶制御工程にて上記記憶手段に記憶され
た時刻から経過した経過時間を算出する経過時間算出工程とを含む処理をコンピュータに
実行させ、上記表示レベルは、上記表示手段に表示される画像情報の項目の大小及び項目
数が異なる複数段階の表示形態であり、表示レベルが上がるに従って項目の大きさが小さ
くなりより多くの項目が表示され、上記表示状態制御工程では、上記経過時間算出工程に
よって算出されている経過時間が所定の時間を上回ったときに、上記表示手段に表示され
ている画像情報の表示レベルを下げ、対応する表示状態の画像情報を表示する制御プログ
ラムが記録されている。
【００１６】
　この記録媒体によれば、操作手段の速度を検出し、検出した速度に基づいて、表示され
ている画像情報の表示レベルを変更し、変更した表示レベルに対応する表示状態の画像情
報を表示する制御プログラムが記録されている。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。本発明の実施の形態
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は、本発明を、携帯可能なＰＤＡ（Personal Digital Assistants）に適用したものであ
る。
【００１８】
ＰＤＡは、画像情報が表示される表示手段としての表示部と、回転操作及び押下操作され
ることにより所定の処理を実行させる操作手段としてのいわゆるジョグダイヤルと、操作
手段の回転速度を検出する回転速度検出手段としての回転速度検出機能部と、回転速度検
出手段が検出した回転速度に基づいて、表示手段に表示されている画像情報の表示レベル
を変更し、変更した表示レベルに対応する表示状態の画像情報を表示することを制御する
表示状態制御手段としての表示状態制御機能部とを備えている。
【００１９】
まず、ＰＤＡ１の概略外観構成について、図１を用いて説明する。ここで、ＰＤＡ１の正
面図を図１（ａ）に示し、ＰＤＡ１の左側面図を図１（ｂ）に示す。
【００２０】
図１（ａ）に示すように、ＰＤＡ１は、筐体５で覆われており、その前面には、各種情報
が表示される表示部２と、ＰＤＡ１に各種処理を実行させる指示を与える操作部３とを備
え、さらに、その左側面には、回転操作及び押下操作が可能な、いわゆるジョグダイヤル
４を備えている。
【００２１】
表示部２は、例えば、白黒又はカラー表示が可能な液晶ディスプレイであり、各種情報が
表示される。
【００２２】
操作部３は、例えば、押下操作によって、ＰＤＡ１にインストールされているアプリケー
ションプログラムを起動させる指示等を与える複数のボタンや、操作ペン等による入力操
作が行われるタッチパネル等からなる。
【００２３】
ジョグダイヤル４は、例えば、特開平８－２０３３８７号公報に開示されているプッシュ
スイッチ付回転操作型電子部品の具体例であり、回転操作及び押下操作によってＰＤＡ１
に各種処理を実行させる指示を与える操作部品である。図１（ｂ）に示すように、ジョグ
ダイヤル４は、例えば、表示部２を手前にした状態でユーザがＰＤＡ１を左手で保持した
際に、左手の親指が当たる位置に配置される。すなわち、ジョグダイヤル４は、ＰＤＡ１
の左側面のやや上の位置に配置されている、これにより、ユーザは、左手の親指を用いて
ジョグダイヤル４の回転操作及び押下操作を行うことによって、ＰＤＡ１に各種処理を実
行させる。
【００２４】
次に、ジョグダイヤル４の概略構成について、図２及び図３を用いて説明する。図２に示
すように、ジョグダイヤル４は、平板状の構造体である接点付取付基板１１上に、Ｙ１及
びＹ２方向へ回転操作される回転型エンコーダ部１２と、回転型エンコーダ部１２がＸ方
向へ押下操作されたことを検知するプッシュスイッチ１３と、回転型エンコーダ部１２に
対する接触又は押下を検知する接触検知部１４とが配置されている。
【００２５】
また、図３に示すように、接点付取付基板１１上には、回転型エンコーダ１２が配置され
る基板窪み部１１ａと、回転型エンコーダ部１２を移動可能なように保持するガイドレー
ル部１１ｂａ及び１１ｂｂと、プッシュスイッチ１３が配置される基板窪み部１１ｃと、
プッシュスイッチ１３を保持するスイッチ保持壁１１ｄと、底辺に導体によって構成され
る電極である接点板１１ｅと、側面に導体によって構成される外部接続端子１１ｆとが設
けられている。
【００２６】
接点板１１ｅと外部接続端子１１ｆとは、電気的に接続されており、接点板１１ｅには、
図示していない２枚の弾性接点脚が導通している。この２枚の弾性接点脚は、回転型エン
コーダ部１２が回転操作されたときに、回転型エンコーダ１２の内部と接触する。これに
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より、回転型エンコーダ１２は、この２枚の弾性接点脚に入力する２つのパルス信号を外
部接続端子１１ｆから出力する。
【００２７】
次に、ＰＤＡ１の概略構成について、図４を用いて説明する。ＰＤＡ１は、表示部２と、
操作部３と、ジョグダイヤル４と、ＰＤＡ１全体を制御するＣＰＵ（Central Processing
 Unit）２１と、各種の情報が記憶される記憶部２２とを備えている。
【００２８】
表示部２は、図１を用いて説明したように、各種情報が表示される液晶ディスプレイであ
る。
【００２９】
操作部３は、同様に図１を用いて説明したように、押下操作によってＰＤＡ１にインスト
ールされているアプリケーションプログラムを起動させる信号を出力する複数のボタンや
、操作ペン等による入力操作によって操作ペンの先端が触れた位置と軌跡とを指定する信
号を出力するタッチパネル等である。
【００３０】
ジョグダイヤル４は、図２及び図３を用いて説明したように、回転操作される回転型エン
コーダ部１２と、回転型エンコーダ部１２が押下操作されたことを検知するプッシュスイ
ッチ１３と、回転型エンコーダ部１２に対する接触又は押下を検知する接触検知部１４と
を備えている。
【００３１】
回転型エンコーダ部１２は、回転操作されたことを示す２つのパルス信号をＣＰＵ２１へ
出力する。プッシュスイッチ１３は、回転型エンコーダ部１２が押下操作されたことを検
知したことを示す信号をＣＰＵ２１へ出力する。接触検知部１４は、回転型エンコーダ部
１２のつまみ部分に組み込まれており、回転型エンコーダ部１２に対する接触又は押下を
検知したことを示す信号をＣＰＵ２１へ出力する。
【００３２】
また、ＣＰＵ２１が実行する機能を示す機能ブロックとして、ＣＰＵ２１は、回転型エン
コーダ部１２の回転速度等を検出する回転速度検出機能部２１ａと、回転型エンコーダ部
１２の回転速度が所定の閾値を下回った時刻を基準として経過時間を算出する経過時間算
出機能部２１ｂと、画像情報の表示状態を制御する表示状態制御機能部２１ｃと、図示し
ていないＲＯＭ（Read Only Memory）に格納されているアプリケーションプログラムに従
って動作する動作制御機能部２１ｄとを有している。
【００３３】
回転速度検出機能部２１ａは、回転型エンコーダ部１２から出力された２つのパルス信号
により、回転型エンコーダ部１２の回転、回転方向及び回転速度を検出する。経過時間算
出機能部２１ｂは、回転速度検出機能部２１ａによって検出された回転型エンコーダ部１
２の回転速度が所定の閾値を下回った時刻を記憶部２２に記憶し、その時刻からカウント
を開始して経過時間を算出する。表示状態制御機能部２１ｃは、回転速度検出機能部２１
ａによって検出された回転型エンコーダ部１２の回転速度と、経過時間算出機能部２１ｂ
によって算出される経過時間とに基づいて、表示部２に表示されている画像情報の表示レ
ベルを変更し、変更した表示レベルに対応する表示状態の画像情報を表示する。ここで、
表示レベルとは、詳細は図５を用いて後述するが、画像情報の表示状態を規定する数値で
ある。また、表示状態制御機能部２１ｃは、接触検知部１４が回転型エンコーダ部１２に
対する接触又は押下を検知した場合には、初期の表示レベルとする表示レベル０を表示レ
ベル１に上げ、表示レベル１に対応する表示状態の画像情報を表示する。動作制御機能部
２１ｄは、操作部３から出力された信号によって図示していないＲＯＭに格納されている
アプリケーションプログラムを起動し、このアプリケーションプログラムに従って動作す
る。
【００３４】
記憶部２２は、各種情報の記憶及び読み出しが可能なＲＡＭ（Random Access Memory）や
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ＨＤ（Hard Disc）等である。
【００３５】
次に、表示部２に表示される画像情報の表示状態について、図５を用いて説明する。ここ
で、例えば動作制御機能部２１ｄが図示していないＲＯＭに格納されている画像情報閲覧
表示プログラムを起動したときの初期画面を表示レベル０画面３０とする。この表示レベ
ル０画面３０は、表示レベル０に対応しており、「あ」を示すピクチャ１０１が全画面表
示されている。
【００３６】
表示レベル１画面３１は、表示レベル１に対応しており、表示レベル０画面３０に表示さ
れているピクチャ１０１の他に、「い」及び「ん」を示すピクチャ１０２及び１４８が追
加されており、ピクチャ１０１、１０２及び１４８が横一列に重ならずに配置されて表示
されている。この表示レベル１画面３１では、ジョグダイヤル４の回転型エンコーダ部１
２が回転操作されることによって、横一列に配置された３つのピクチャが、回転型エンコ
ーダ部１２の回転方向に応じた方向へスクロールする。なお、表示レベル１画面３１は、
表示レベル０画面３０から遷移画面３０ａを経由して切り替わった画面である。
【００３７】
遷移画面３０ａは、ピクチャ１０１、１０２及び１４８が横一列に配置された状態で表示
されているが、ピクチャ１０１がピクチャ１０２及び１４８と比べて大きく、重なってい
る。
【００３８】
表示レベル２画面３２は、表示レベル２に対応しており、表示レベル１画面３１に表示さ
れているピクチャ１０１、１０２及び１４８の他に、「う」を示すピクチャ１０３が追加
されており、ピクチャ１０１～１０３及び１４８が横一列に重ならずに配置されて表示さ
れている。この表示レベル２画面３２では、ジョグダイヤル４の回転型エンコーダ部１２
が回転操作されることによって、横一列に配置された４つのピクチャが、回転型エンコー
ダ部１２の回転方向に応じた方向へスクロールする。なお、表示レベル２画面３２は、表
示レベル１画面３１から直接切り替わった画面である。
【００３９】
表示レベル３画面３３は、表示レベル３に対応しており、表示レベル２画面３２に表示さ
れているピクチャ１０１～１０３及び１４８の他に、「え」、「わ」及び「を」を示すピ
クチャ１０４、１４６及び１４７が追加されており、ピクチャ１０１～１０４及び１４６
～１４８が、未表示の真円、楕円又は所定のループに沿って重なって配置されて表示され
ている。この表示レベル３画面３３では、ジョグダイヤル４の回転型エンコーダ部１２が
回転操作されることによって、真円、楕円又は所定のループに沿って配置された７つのピ
クチャが回転型エンコーダ部１２の回転方向に応じた方向へスクロールする。なお、表示
レベル３画面３３は、表示レベル２画面３２から直接切り替わった画面である。
【００４０】
このように、表示部２に表示される画像情報の表示状態は、表示レベルが上がるに従って
、より多くのピクチャが表示され、また各ピクチャの大きさがより小さくなり、奥行きを
持つようになる。
【００４１】
次に、上述の表示レベル０画面３０、表示レベル１画面３１、表示レベル２画面３２及び
表示レベル３画面３３が切り替わるタイミングについて、図６に示すグラフを用いて説明
する。図６に示すグラフは、縦軸が回転型エンコーダ部１２の回転速度、横軸が経過時間
であり、経過時間に対する回転型エンコーダ部１２の回転速度の変化を表している。また
、このグラフには、回転型エンコーダ部１２の回転速度に対して３つの閾値Ｖａ、Ｖｂ及
びＶｃが設けられている。
【００４２】
まず、初期状態として、ピクチャ１０１が全画面表示されている表示レベル０に対応する
表示レベル０画面３０を想定する。ｔ１は、接触検知部１４が回転型エンコーダ部１２に
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対する接触又は押下を検知し、表示状態制御機能部２１ｃが表示レベル０画面３０を表示
レベル１に対応する表示レベル１画面３１に切り替えた時刻を示している。このとき、経
過時間算出機能部２１ｂは、時刻ｔ１を記憶部２２に記憶し、カウントを開始する。ｔ２
は、回転速度検出機能部２１ａが回転型エンコーダ部１２の回転速度を検出し始める時刻
を示している。ここで、経過時間算出機能部２１ｂが算出している時刻ｔ１から時刻ｔ２
までの経過時間Ｔ１は、所定の時間Ｔｃの範囲内（Ｔ１＜Ｔｃ）である。
【００４３】
ｔ３は、回転速度検出機能部２１ａが検出した回転型エンコーダ部１２の回転速度が閾値
Ｖｂを上回ったため、表示状態制御機能部２１ｃが表示レベル１画面３１を表示レベル２
に対応する表示レベル２画面３２に切り替えた時刻を示している。つまり、閾値Ｖｂは、
表示レベル１に対する回転速度の上限値となっている。ｔ４は、回転速度検出機能部２１
ａによって検出されている回転型エンコーダ部１２の回転速度が閾値Ｖｂを下回った時刻
を示している。このとき、経過時間算出機能部２１ｂは、記憶部２２に記憶している時刻
ｔ１をｔ４に更新し、カウントを開始する。ｔ５は、回転速度検出機能部２１ａによって
検出されている回転型エンコーダ部１２の回転速度が再び閾値Ｖｂを上回った時刻を示し
ている。ここで、経過時間算出機能部２１ｂが算出している時刻ｔ４から時刻ｔ５までの
経過時間Ｔ４は、所定の時間Ｔｂの範囲内（Ｔ４＜Ｔｂ）である。ｔ６は、回転速度検出
機能部２１ａによって検出されている回転型エンコーダ部１２の回転速度が再び閾値Ｖｂ
を下回った時刻を示している。このとき、経過時間算出機能部２１ｂは、記憶部２２に記
憶している時刻ｔ４をｔ６に更新し、カウントを開始する。
【００４４】
ｔ７は、回転速度検出機能部２１ａによって検出されている回転型エンコーダ部１２の回
転速度が再び閾値Ｖｃを下回ったため、表示状態制御機能部２１ｃが表示レベル２画面３
２を表示レベル１画面３１に切り替えた時刻を示している。つまり、閾値Ｖｃは、表示レ
ベル２に対する回転速度の下限値となっている。ここで、経過時間算出機能部２１ｂが算
出している時刻ｔ６から時刻ｔ７までの経過時間Ｔ６は、所定の時間Ｔｂの範囲内（Ｔ６
＜Ｔｂ）である。
【００４５】
ｔ８は、回転速度検出機能部２１ａによって検出されている回転型エンコーダ部１２の回
転速度が閾値Ｖｂを再び上回ったため、表示状態制御機能部２１ｃが表示レベル１画面３
１を表示レベル２画面３２に切り替えた時刻を示している。ｔ９は、回転速度検出機能部
２１ａによって検出されている回転型エンコーダ部１２の回転速度が再び閾値Ｖｂを下回
った時刻を示している。このとき、経過時間算出機能部２１ｂは、記憶部２２に記憶して
いる時刻ｔ６をｔ９に更新し、カウントを開始する。
【００４６】
ｔ１０は、経過時間算出機能部２１ｂが記憶している時刻ｔ９から算出した経過時間が所
定の時間Ｔｂを超えたので、表示状態制御機能部２１ｃが表示レベル２画面３２を表示レ
ベル１画面３１に切り替えた時刻を示している。
【００４７】
ｔ１１は、回転速度検出機能部２１ａによって検出されている回転型エンコーダ部１２の
回転速度が閾値Ｖｂを再び上回ったため、表示状態制御機能部２１ｃが表示レベル１画面
３１を表示レベル２画面３２に切り替えた時刻を示している。
【００４８】
ｔ１２は、回転速度検出機能部２１ａによって検出されている回転型エンコーダ部１２の
回転速度が閾値Ｖａを上回ったため、表示状態制御機能部２１ｃが表示レベル２画面３２
を表示レベル３に対応する表示レベル３画面３３に切り替えた時刻を示している。つまり
、閾値Ｖａは、表示レベル２に対する回転速度の上限値となっている。ｔ１３は、回転速
度検出機能部２１ａによって検出されている回転型エンコーダ部１２の回転速度が閾値Ｖ
ａを下回った時刻を示している。このとき、経過時間算出機能部２１ｂは、記憶部２２に
記憶している時刻ｔ９をｔ１３に更新し、カウントを開始する。ｔ１４は、回転速度検出
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機能部２１ａによって検出されている回転型エンコーダ部１２の回転速度が再び閾値Ｖａ
を上回った時刻を示している。ここで、経過時間算出機能部２１ｂが算出している時刻ｔ
１３から時刻ｔ１４までの経過時間Ｔ１３は、所定の時間Ｔａの範囲内（Ｔ１３＜Ｔａ）
である。ｔ１５は、回転速度検出機能部２１ａによって検出されている回転型エンコーダ
部１２の回転速度が再び閾値Ｖａを下回った時刻を示している。このとき、経過時間算出
機能部２１ｂは、記憶部２２に記憶している時刻ｔ１３をｔ１５に更新し、カウントを開
始する。
【００４９】
ｔ１６は、経過時間算出機能部２１ｂが記憶している時刻ｔ１５から算出した経過時間が
所定の時間Ｔａを超えたので、表示状態制御機能部２１ｃが表示レベル３画面３３を表示
レベル２画面３２に切り替えた時刻を示している。
【００５０】
このように、表示状態制御機能部２１ｃは、閾値Ｖｃ、Ｖｂ及びＶａに対する回転型エン
コーダ部１２の回転速度と、回転速度が閾値Ｖｂ及びＶａを下回った時刻から算出された
経過時間とに基づいて、表示レベルを変更し、変更した表示レベルに対応する画面に切り
替える。また、表示状態制御機能部２１ｃは、回転型エンコーダ部１２に対する接触又は
押下があったときに、初期状態とされる表示レベル０画面３０を表示レベル１画面３１に
切り替える。
【００５１】
なお、表示レベル１画面３１、表示レベル２画面３２及び表示レベル３画面３３において
、表示状態制御機能部２１ｃは、表示レベルを変更するまで、回転型エンコーダ部１２の
回転操作に応じて各ピクチャをスクロールする。
【００５２】
次に、ジョグダイヤル４の操作に伴うＣＰＵ２１の一連の処理動作について、図７及び図
８に示すフローチャートを用いて説明する。ここで、初期状態として、初期画面を表示レ
ベル０画面３０、回転型エンコーダ部１２の回転速度を０とする。
【００５３】
まず、図７に示す処理について、説明する。ステップＳ１において、表示状態制御機能部
２１ｃは、接触検知部１４が回転型エンコーダ部１２に対する接触又は押下を検知したか
否かを判断する。接触検知部１４が回転型エンコーダ部１２に対する接触又は押下を検知
した場合（YES）、ステップＳ２へ進んで処理が行われる。一方、接触検知部１４が回転
型エンコーダ部１２に対する接触又は押下を検知していない場合（NO）、表示状態制御機
能部２１ｃは、接触検知部１４が回転型エンコーダ部１２に対する接触又は押下を検知す
るまで待機状態となる。
【００５４】
ステップＳ２において、表示状態制御機能部２１ｃは、表示レベル０から表示レベル１に
上げる。ステップＳ３において、表示状態制御機能部２１ｃは、表示レベル１に対応する
表示レベル１画面３１に切り替える。ステップＳ４において、経過時間算出機能部２１ｂ
は、表示状態制御機能部２１ｃが表示レベル１画面３１に切り替えた時刻ｔαを記憶部２
２に記憶し、カウントを開始する。
【００５５】
ステップＳ５において、回転速度検出機能部２１ａは、回転型エンコーダ部１２が回転し
たか否かを検出する。回転型エンコーダ部１２が回転している場合（YES）、回転速度検
出機能部２１ａは、さらに回転型エンコーダ部１２の回転速度を検出し、ステップＳ１０
へ進んで処理を行う。一方、回転型エンコーダ部１２が回転していない場合（NO）、ステ
ップＳ６へ進んで処理が行われる。
【００５６】
ステップＳ６において、経過時間算出機能部２１ｂは、時刻ｔαと現在時刻とから経過時
間Ｔαを算出する。
【００５７】
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ステップＳ７において、表示状態制御機能部２１ｃは、経過時間Ｔαが所定の時間Ｔｃの
範囲内か否かを判断する。経過時間Ｔαが所定の時間Ｔｃの範囲内である場合（YES）、
上述のステップＳ５に戻って処理が行われる。一方、経過時間Ｔαが所定の時間Ｔｃの範
囲外である場合（NO）、ステップＳ８へ進んで処理が行われる。
【００５８】
ステップＳ８において、表示状態制御機能部２１ｃは、表示レベル１から表示レベル０に
下げる。ステップＳ９において、表示状態制御機能部２１ｃは、表示レベル０に対応する
表示レベル０画面３０に切り替える。
【００５９】
その後、上述のステップＳ１に戻って、表示状態制御機能部２１ｃは、接触検知部１４が
回転型エンコーダ部１２に対する接触又は押下を検知したか否かを判断することになる。
【００６０】
ステップＳ１０において、表示状態制御機能部２１ｃは、回転速度検出機能部２１ａによ
って検出されている回転型エンコーダ部１２の回転速度が閾値Ｖｂを上回ったか否かを判
断する。回転型エンコーダ部１２の回転速度が閾値Ｖｂを上回った場合、すなわち、回転
型エンコーダ部１２の回転速度が表示レベル１に対する回転速度の上限値とされる閾値Ｖ
ｂを上回った場合（YES）、ステップＳ１２へ進んで処理が行われる。一方、回転型エン
コーダ部１２の回転速度が閾値Ｖｂを上回っていない場合（NO）、ステップＳ１１へ進ん
で処理が行われる。
【００６１】
ステップＳ１１において、表示状態制御機能部２１ｃは、回転速度検出機能部２１ａによ
って検出されている回転型エンコーダ部１２の回転速度が０になったか否かを判断する。
回転型エンコーダ部１２の回転速度が０になった場合（YES）、上述のステップＳ４に戻
って処理が行われる。一方、回転型エンコーダ部１２の回転速度が０になっていない場合
（NO）、上述のステップＳ１０に戻って処理が行われる。
【００６２】
ステップＳ１２において、表示状態制御機能部２１ｃは、表示レベル１から表示レベル２
に上げる。ステップＳ１３において、表示状態制御機能部２１ｃは、表示レベル２に対応
する表示レベル２画面３２に切り替える。
【００６３】
ステップＳ１４において、表示状態制御機能部２１ｃは、回転速度検出機能部２１ａによ
って検出されている回転型エンコーダ部１２の回転速度が閾値Ｖｂを下回ったか否かを判
断する。回転型エンコーダ部１２の回転速度が閾値Ｖｂを下回った場合（YES）、ステッ
プＳ１５へ進んで処理が行われる。一方、回転型エンコーダ部１２の回転速度が閾値Ｖｂ
を下回っていない場合（NO）、図８に示すステップＳ２２へ進んで処理が行われる（図７
、図８にＡで示す）。
【００６４】
ステップＳ１５において、経過時間算出機能部２１ｂは、記憶部２２に記憶されている時
刻ｔαをｔβに更新し、カウントを開始する。ステップＳ１６において、経過時間算出機
能部２１ｂは、時刻ｔβと現在時刻とから経過時間Ｔβを算出する。
【００６５】
ステップＳ１７において、表示状態制御機能部２１ｃは、経過時間Ｔβが所定の時間Ｔｂ
の範囲内か否かを判断する。経過時間Ｔβが所定の時間Ｔｂの範囲内である場合（YES）
、ステップＳ１８へ進んで処理が行われる。一方、経過時間Ｔβが所定の時間Ｔｂの範囲
外である場合（NO）、ステップＳ２０へ進んで処理が行われる。
【００６６】
ステップＳ１８において、表示状態制御機能部２１ｃは、回転速度検出機能部２１ａによ
って検出されている回転型エンコーダ部１２の回転速度が閾値Ｖｃを下回ったか否かを判
断する。回転型エンコーダ部１２の回転速度が閾値Ｖｃを下回った場合、すなわち、回転
型エンコーダ部１２の回転速度が表示レベル２に対する回転速度の下限値とされる閾値Ｖ
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ｃを上回った場合（YES）、ステップＳ２０へ進んで処理が行われる。一方、回転型エン
コーダ部１２の回転速度が閾値Ｖｃを下回っていない場合（NO）、ステップＳ１９へ進ん
で処理が行われる。
【００６７】
ステップＳ１９において、表示状態制御機能部２１ｃは、回転速度検出機能部２１ａによ
って検出されている回転型エンコーダ部１２の回転速度が閾値Ｖｂを再び上回ったか否か
を判断する。回転型エンコーダ部１２の回転速度が閾値Ｖｂを再び上回った場合（YES）
、上述のステップＳ１４に戻って処理が行われる。一方、回転型エンコーダ部１２の回転
速度が閾値Ｖｂを再び上回っていない場合（NO）、上述のステップＳ１７に戻って処理が
行われる。
【００６８】
ステップＳ２０において、表示状態制御機能部２１ｃは、表示レベル２から表示レベル１
に下げる。ステップＳ２１において、表示状態制御機能部２１ｃは、表示レベル１に対応
する表示レベル１画面３１に切り替える。
【００６９】
その後、上述のステップＳ１０に戻って、表示状態制御機能部２１ｃは、回転速度検出機
能部２１ａによって検出されている回転型エンコーダ部１２の回転速度が閾値Ｖｂを上回
ったか否かを判断することになる。
【００７０】
続いて、図８に示す処理について、説明する。ステップＳ２２において、表示状態制御機
能部２１ｃは、回転速度検出機能部２１ａによって検出されている回転型エンコーダ部１
２の回転速度が閾値Ｖａを上回ったか否かを判断する。回転型エンコーダ部１２の回転速
度が閾値Ｖａを上回った場合、すなわち、回転型エンコーダ部１２の回転速度が表示レベ
ル２に対する回転速度の上限値とされる閾値Ｖａを上回った場合（YES）、ステップＳ２
３へ進んで処理が行われる。一方、回転型エンコーダ部１２の回転速度が閾値Ｖａを上回
っていない場合（NO）、図７に示すステップＳ１４に戻って処理が行われる（図７、図８
にＢで示す）。
【００７１】
ステップＳ２３において、表示状態制御機能部２１ｃは、表示レベル２から表示レベル３
に上げる。ステップＳ２４において、表示状態制御機能部２１ｃは、表示レベル３に対応
する表示レベル３画面３３に切り替える。
【００７２】
ステップＳ２５において、表示状態制御機能部２１ｃは、回転速度検出機能部２１ａによ
って検出されている回転型エンコーダ部１２の回転速度が閾値Ｖａを下回ったか否かを判
断する。回転型エンコーダ部１２の回転速度が閾値Ｖａを下回った場合（YES）、ステッ
プＳ２６へ進んで処理が行われる。一方、回転型エンコーダ部１２の回転速度が閾値Ｖａ
を下回っていない場合（NO）、回転型エンコーダ部１２の回転速度が閾値Ｖａを下回るま
で、レベル３画面３３のままである。
【００７３】
ステップＳ２６において、経過時間算出機能部２１ｂは、記憶部２２に記憶されている時
刻ｔβをｔγに更新し、カウントを開始する。ステップＳ２７において、経過時間算出機
能部２１ｂは、時刻ｔγと現在時刻とから経過時間Ｔγを算出する。
【００７４】
ステップＳ２８において、表示状態制御機能部２１ｃは、経過時間Ｔγが所定の時間Ｔａ
の範囲内か否かを判断する。経過時間Ｔγが所定の時間Ｔａの範囲内である場合（YES）
、ステップＳ２９へ進んで処理が行われる。一方、経過時間Ｔγが所定の時間Ｔａの範囲
外である場合（NO）、ステップＳ３３へ進んで処理が行われる。
【００７５】
ステップＳ２９において、表示状態制御機能部２１ｃは、回転速度検出機能部２１ａによ
って検出されている回転型エンコーダ部１２の回転速度が閾値Ｖｃを下回ったか否かを判
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断する。回転型エンコーダ部１２の回転速度が閾値Ｖｃを下回った場合、すなわち、回転
型エンコーダ部１２の回転速度が表示レベル３に対する回転速度の下限値とされる閾値Ｖ
ｃを上回った場合（YES）、ステップＳ３１へ進んで処理が行われる。一方、回転型エン
コーダ部１２の回転速度が閾値Ｖｃを下回っていない場合（NO）、ステップＳ３０へ進ん
で処理が行われる。
【００７６】
ステップＳ３０において、表示状態制御機能部２１ｃは、回転速度検出機能部２１ａによ
って検出されている回転型エンコーダ部１２の回転速度が閾値Ｖａを再び上回ったか否か
を判断する。回転型エンコーダ部１２の回転速度が閾値Ｖａを再び上回った場合（YES）
、上述のステップＳ２５に戻って処理が行われる。一方、回転型エンコーダ部１２の回転
速度が閾値Ｖａを再び上回っていない場合（NO）、上述のステップＳ２８に戻って処理が
行われる。
【００７７】
ステップＳ３１において、表示状態制御機能部２１ｃは、表示レベル３から表示レベル１
に下げる。ステップＳ３２において、表示状態制御機能部２１ｃは、表示レベル１に対応
する表示レベル１画面３１に切り替える。
【００７８】
その後、図７に示すステップＳ１０に戻って、表示状態制御機能部２１ｃは、回転速度検
出機能部２１ａによって検出されている回転型エンコーダ部１２の回転速度が閾値Ｖｂを
再び上回ったか否かを判断することになる（図７、図８にＣで示す）。
【００７９】
ステップＳ３３において、表示状態制御機能部２１ｃは、表示レベル３から表示レベル２
に下げる。ステップＳ３４において、表示状態制御機能部２１ｃは、表示レベル２に対応
する表示レベル２画面３２に切り替える（図７、図８にＢで示す）。
【００８０】
その後、図７に示すステップＳ１４に戻って、表示状態制御機能部２１ｃは、回転速度検
出機能部２１ａによって検出されている回転型エンコーダ部１２の回転速度が閾値Ｖｂを
再び下回ったか否かを判断することになる。
【００８１】
以上、詳細に説明したように、本発明の実施の形態に係るＰＤＡ１において、表示状態制
御機能部２１ｃは、接触検知部１４が回転型エンコーダ部１２に対する接触又は押下を検
知したとき、初期状態とされる表示レベル０画面３０を表示レベル１画面３１に切り替え
る。
【００８２】
これにより、ユーザは、１つのピクチャ１０１が全画面表示されているときに、ジョグダ
イヤル４の回転型エンコーダ部１２に触れるだけで、前後のピクチャ１０２及び１４８を
知ることができる。
【００８３】
また、表示状態制御機能部２１ｃは、回転速度検出機能部２１ａが検出している回転速度
が閾値Ｖｂを上回ったとき、表示レベル１画面３１を表示レベル２画面３２に切り替え、
回転速度が閾値Ｖａを上回ったとき、表示レベル２画面３２を表示レベル３画面３３に切
り替える。
【００８４】
これにより、ユーザは、より先のピクチャを選択したい場合には、ジョグダイヤル４の回
転型エンコーダ部１２を素早く回転操作することにより、さらに多くのピクチャを見るこ
とができ、所望のピクチャを容易に選択することができる。
【００８５】
また、表示状態制御機能部２１ｃは、経過時間算出機能部２１ｂが算出している経過時間
Ｔγが所定の時間Ｔａの範囲外であるとき、表示レベル３画面３３を表示レベル２画面３
２に切り替え、経過時間Ｔβが所定の時間Ｔｂの範囲外であるとき、表示レベル２画面３
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２を表示レベル１画面３１に切り替え、また、回転速度検出機能部２１ａが検出している
回転速度がＶｃを下回ったとき、表示レベル２画面３２又は表示レベル３画面３３を表示
レベル１画面３１に切り替える。
【００８６】
これにより、ユーザは、所望のピクチャを決定しつつある場合には、ジョグダイヤル４の
回転型エンコーダ部１２をゆっくり回転操作することにより、より大きく表示されたピク
チャを見て、正確に選択をすることができる。
【００８７】
なお、本発明は上述した実施の形態のみに限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱
しない範囲において種々の変更が可能であることはもちろんである。
【００８８】
例えば、本発明の実施の形態では、本発明を、ジョグダイヤル４を備えるＰＤＡ１に適応
したが、これに限らず、ジョグダイヤル４を備える携帯電話機やパーソナルコンピュータ
等に適応してもよい。
【００８９】
また、本発明の実施の形態では、回転型エンコーダ部１２の回転速度に対して、３つの閾
値Ｖｃ、Ｖｂ及びＶａが設けられており、経過時間算出機能部２１ｂは、回転型エンコー
ダ部１２の回転速度が閾値Ｖｂ及びＶａを下回った時刻からカウントを開始して経過時間
を算出したが、これに限らず、例えば、１つの閾値だけが設けられ、この１つの閾値を上
回った又は下回った時刻からカウントを開始し、経過時間を算出してもよい。これにより
、表示状態制御機能部２１ｃは、経過時間算出機能部２１ｂが算出した経過時間が所定の
時間の範囲外であるときに、表示レベルを上げる又は下げる。
【００９０】
また、本発明の実施の形態では、表示レベル０に対応する初期画面として、１つのピクチ
ャ１０１が全画面表示されている表示レベル０画面３０を図５に示しているが、例えば、
図９に示すように、「あ」～「か」を示すピクチャ１０１～１０６がそれぞれ表示されて
いる表示レベル０画面４０であってもよい。ただし、この表示レベル０画面４０が表示レ
ベル１画面３１に切り替わるときは、遷移画面３０ａを経由しない。
【００９１】
また、本発明の実施の形態では、図５に示すように、表示レベル１画面３１、表示レベル
２画面３２及び表示レベル３画面３３には、ピクチャの数がそれぞれ３つ、４つ、７つで
あるが、この数に限定されるものではない。
【００９２】
また、本発明の実施の形態では、回転型エンコーダ部１２に対する接触又は押下を検知す
る接触検知部１４は、回転型エンコーダ部１２のつまみ部分に組み込まれているが、この
つまみ部分周辺の筐体５に設けられてもよい。
【００９３】
【発明の効果】
以上、詳細に説明したように、本発明に係る情報処理装置は、画像情報が表示される表示
手段と、回転操作及び押下操作されることにより所定の処理を実行させる操作手段と、操
作手段の回転速度を検出する回転速度検出手段と、回転速度検出手段が検出した回転速度
に基づいて、表示手段に表示されている画像情報の表示レベルを変更し、変更した表示レ
ベルに対応する表示状態の画像情報を表示することを制御する表示状態制御手段とを備え
る。
【００９４】
これにより、ユーザは、操作手段に対する回転操作だけで、画像情報の表示状態が異なる
画面を見ることができ、所望の画像情報を容易且つ正確に選択することができる。
【００９５】
また、本発明に係る情報処理方法は、画像情報が表示される表示手段と、回転操作及び押
下操作されることにより所定の処理を実行させる操作手段とを備える情報処理装置の情報
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処理方法において、操作手段の回転速度を検出する回転速度検出工程と、回転速度検出工
程にて検出した回転速度に基づいて、表示手段に表示されている画像情報の表示レベルを
変更し、変更した表示レベルに対応する表示状態の画像情報を表示することを制御する表
示状態制御工程とを有する。
【００９６】
これにより、ユーザは、操作手段に対する回転操作だけで、画像情報の表示状態が異なる
画面を見ることができ、所望の画像情報を容易且つ正確に選択することができる。
【００９７】
また、本発明に係る制御プログラムは、画像情報が表示される表示手段と、回転操作及び
押下操作されることにより所定の処理を実行させる操作手段とを備える情報処理装置に、
操作手段の回転速度を検出する回転速度検出工程と、回転速度検出工程にて検出した回転
速度に基づいて、表示手段に表示されている画像情報の表示レベルを変更し、変更した表
示レベルに対応する表示状態の画像情報を表示することを制御する表示状態制御工程とを
含む処理を実行させる。
【００９８】
これにより、ユーザは、操作手段に対する回転操作だけで、画像情報の表示状態が異なる
画面を見ることができ、所望の画像情報を容易且つ正確に選択することができる。
【００９９】
また、本発明に係る記録媒体は、画像情報が表示される表示手段と、回転操作及び押下操
作されることにより所定の処理を実行させる操作手段とを備える情報処理装置に、操作手
段の回転速度を検出する回転速度検出工程と、回転速度検出工程にて検出した回転速度に
基づいて、表示手段に表示されている画像情報の表示レベルを変更し、変更した表示レベ
ルに対応する表示状態の画像情報を表示することを制御する表示状態制御工程とを含む処
理を実行させる制御プログラムが記録されている。
【０１００】
これにより、ユーザは、操作手段に対する回転操作だけで、画像情報の表示状態が異なる
画面を見ることができ、所望の画像情報を容易且つ正確に選択することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係るＰＤＡ１の外観構成を説明する外観図である。
【図２】同ＰＤＡ１を構成するジョグダイヤル４の概略構成を説明する図である。
【図３】同ＰＤＡ１を構成するジョグダイヤル４の接点取付基板１１を説明する図である
。
【図４】同ＰＤＡ１の概略構成を説明する図である。
【図５】同ＰＤＡ１を構成する表示部２に表示される画像情報の表示状態を説明する図で
ある。
【図６】同ＰＤＡ１を構成するジョグダイヤル４の回転操作に伴って画面が切り替わるタ
イミングを説明するグラフである。
【図７】同ＰＤＡ１を構成するＣＰＵ２１の処理動作を説明するフローチャートである。
【図８】同ＰＤＡ１を構成するＣＰＵ２１の処理動作を説明するフローチャートである。
【図９】同ＰＤＡ１を構成する表示部２に表示される画像情報の表示レベル０に対応する
表示状態の例を示す図である。
【符号の説明】
１　ＰＤＡ、２　表示部、３　操作部、４　ジョグダイヤル、５　筐体、１１接点取付基
板、１２　回転型エンコーダ部、１３　プッシュスイッチ、１４　接触検知部、２１　Ｃ
ＰＵ、２１ａ　回転速度検出機能部、２１ｂ　経過時間算出機能部、２１ｃ　表示状態制
御機能部、２１ｄ　動作制御機能部、２２　記憶部、３０、４０　表示レベル０画面、３
０ａ　遷移画面、３１　表示レベル１画面、３２　表示レベル２画面、３３　表示レベル
３画面
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